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1　は　し　が　き

ハウスの周年利用となると．冬期寒冷で多雪地帯である

青森県では導入作目が限定され，暖房経費からみて果菜類

の栽培は無理となり，低温性の葉菜類が中心となる。この

中で生育期間が短く，低湿にもよく耐えて生長を続けるホ

ウレンソウが冬期の無加温栽培では多い。冬期のハウス内

保温資材についてはこれまで福島県園芸試験場l）等でレタ

スを材料にして検討されており，カーテン装置の効果の高

いことが明らかにされている。青森県で冬期間のホウレン

ソウ栽培に導入されている被覆資材は．全く無装備状態の

ものからカーテンやマット等で重装備されたものまで．保

温方法は様々であるため．ホウレンソウの生育にとっては

最も条件の厳しい本県の積雪地帯での保温効果と生育状況

について検討した。

2　賦　験　方　法

厚さ0．15mのビニールで被覆されたパイプハウスで試験

を実施した。ハウス内を中央で二分し，カーテン装置を設

置した区と無設置区を設け，それぞれに無マルチ，透明マ

ルチ，透明マルチ＋トンネル，透明マルチ＋トンネル＋ほ

かほかマットの4区の被覆資材区を設け．マットは午後4

時から午前8時までかけた。供試品種は早生のマイケルと

晩生のパイオニアの2品種を用い，生育期が最も厳寒とな

る12月20日に播種した。うね幅140甜（うね面100cm）に，

無マルチ区は5条条播し，発芽後戚当たり200株を目標に

間引きし，マルチングする区は株間15（職の5条に据当たり

200校を点播した。施肥量はN．P205，馳0ともa当たり，

1．2晦である。

3　試　験　結　果

日）気温

生育期間中の外気温の最低及び保温区の最低気温を表1

に示した。気温は，播種後徐々に下がり，2月上旬には最

高－1．8℃，最低－7．8℃と最も低く，その後上昇に転じた。

ハウス内では，ほとんど巌高気温20℃以上で．2月中旬以

ー255－

降日照が多くなるにつれて気温は更に上昇した。最低気温

は無保温資材区で生育期間中ほとんど0℃以下となったが．

カーテンの有無で3．2℃の温度差があり，トンネル被覆によ

り更に3．2℃．ほかほかマット被覆により更に2．1℃の温度

差があったが．カーテン内ではトンネルやマットの保温力

は無カーテン区より小さかった。

表1　気温（℃）
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無 最 ト最 十 巌 無 最 ト最 十最

気
ト

ン

ネ

／
ネ

ト
ン

ネ

ノ／
ネ

時
ン

ル
＋ ン

ル
＋

温 低 ネ マ ネ マ

期 ル 低 ル 低
ツ
ト低 ル 低 ル 低 ノ

ト低

1 2 月 下 旬 － 1 ．2 － 1．1 2 ．2 3．7 1 ．9 4 ．4 5 ．0

1 ．　 上 － 2 ．8 － 1．2 1．7 3 ．0 1．5 3 ．6 4 ．3

中 － 5 ．3 － 2 ．8 0 ．5 2 ．1 0 ．4 2 ．8 3 ．8

下 － 5 ．0 － 2 ．0 1．1 3．2 1．1 3 ．7 4 ．7

2 ．　 上 － 7 ．8 － 2 ．3 0 ．9 2．9 0 ．9 3 ．6 4 ．5

中 － 5 ．6 － 1 ．6 2 ．0 4 ．5 2 ．0 5 ．4 6 ．2

下 － 3．2 0 ．1 3 ．1 5 ．7 3 ．3 6 ．2 6 ．8

3 ．　 上 － 3 ．3 － 0 ．7 2 ．6 5 ．2 3 ，2 6 ．1 6 ．6

中 － 2 ．2 － 0 ．4 2 ．8 5 ．6 2 ．8 6 ．0 7 ．0

期 間 中 の

温 度 差 －
3．2 5 ．3 3 ．2 6 ，0 6 ．8

（2）地温

地下10mの地温の最低を表2に示したが，気温と同様に

2月上旬が最も低かった。カーテンの有無により無マルチ

区では最低地温2．4℃の差があったが，トンネル被啓で1．2

℃，マット被覆により更に1．0℃上昇した。地温上昇効果

もカーテン内ではマルチやトンネル，マットの保温力は無

カーテン区より小さかった。

（3）生育収量

それぞれの品種で．最も早く収穫に遷した区とその時点

の生育を比較したのが表3で，それぞれの試験区が収穫に

遷した時の収量を調査したのが表4である。

早生品種マイケルは．保温力の高かったカーテン内のマ
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ルチ＋トンネル区及びマルチ＋トンネル＋マット区で播種

後64日目の2月22日に収穫できた。1株垂12～13訂．草丈

25（職程度で収穫期となるが，カーテン内のマルチ区はマル

チ＋トンネル区にくらペ1榛東で3タ，無マルチ区は5才小

さかった。無カーテンになると．マルチ十トンネル＋マッ

ト区で4タ．マルチ＋トンネル区で6才，マルチ区で9㌢．

無マルチでは117の重星差があっ′こ。パイオニアもカーテ

ン内のマルチ十トンネル区及びマット区で78日目の3月8

日に収穫でき，1株重はマイケルより大きかったが，生育

の差はマイケルと全く同じ傾向になった。

表2　地温（℃）
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5 ，1 6 ．2 7 ．2 7 ．7 6 ．7 7 ．4 9 ．0

3 ．7 4 ．8 6 ．1 6 ．6 5 ．6 6 ．2 7 ．9

2 ．9 4 ．7 5 ．9 6 ．5 5 ．3 5 ．9 7 ．8

3 ．0 5 ．2 6 ．4 7 ．4 6 ．0 6 ．5 8 ．6

2 ．7 4 ．7 5 ．7 6 ．8 5 ．3 6 ．1 8 3

4 ．5 7 ．1 8 ．3 9 ．6 7 ．3 8 ．9 1 0 ．7

5 ．1 7 ．3 8 ．7 9 ．9 7．9 9 ．0 1 0 ．6

5 ．9 7 ．7 8 ．5 9 ．5 8 ．2 8 ．9 1 0 ．6

6 ．7 8 ．5 9 ．2 1 0 ．3 9 ．0 9 ．6 1 1 ．2

1 ．7 2 ．9 3．9 2 ．4 3 ．2 5 ．0

義3　生育比較

項　 目 1

株

重

（グ）

乗

数

（枚 ）

1草

丈

（（叫

最 大 葉

葉

長

（（叫

l 葉

幅

（叫

葉

豊　 試 験 区

柄

長

（（淘

マ
カ
I
無　　 マ　　 ル　　 チ 2．2 4 ．4 8 ．1 4 ．3 2 ．7 3 ．3

イ テ マ　　　　　 ル　　　　　 チ 4．6 6 ．2 12 ．0 5 ．9 3 ．4 5 ．8

ケ

ル

ン
な マ ル チ 十 ト　ン ネ ル 7．1 7 ．5 16 ．5 7 ．0 3 ．8 9．1

2

し マル チ トンネ ル＋ マ ッ ト 9．7 8 ．6 19 ．1 7 ．5 4 ．0 1．2

刀
I
無　　 マ　　 ル　　 チ 8．8 8 ．1 17 ．3 7 ．7 4 ．1 9 ．0

月 テ マ　　　　　 ル　　　　　 チ 1 0 ．3 8 ．2 21 ．4 8 ．4 4 ．5 12 ．6

2 2

日

ン

あ
マ ル チ ＋ ト ン ネ　 ル 1 3 ．3 9 ．7 お ．6 9 ．1 5 ．4 15 ．6

り マル チ トン ネ ル ＋マ ッ ト 1 1．4 9 ．7 お ．2 8 ．8 5 ．0 15 ．9

′ヾ
カ
】
無　　 マ　　 ル　　 チ 6．0 ‘．6 9 ．5 5．3 3 ．8 3 ．9

イ テ マ　　　　　 ル　　　　　 チ 10 ．1 7 ．9 15 ．1 7 ．6 5 ．1 7 ．1

オ ン
′
マ ル チ ＋ ト　ン ネ　 ル 13 ．1 9 ．1 17 ．5 8 ．8 6 ．0 8 ．4

ア
′ヽ
3

よ
し
マ ル チ トンネル 十マ ッ ト 13 ．4 9 ．6 20 ．0 8 ．7 6 ．2 10 ．9

カ
I
無　　 マ　　 ル　　 チ 13 ．6 8 ．9 20 ．0 9 ．4 5 ．6 10 ．1

月 テ マ　　　　　 ル　　　　　 チ 16 ．2 8 ．7 2 1．7 10 ．0 6 ．7 11 ．4

8 ン
あ
マ ル チ　 十 ト　ン ネ　 ル 0 ．1 10 ．9 25 ．5 9 ．6 6 ．7 15 ．2

日 り マ ル チ トン ネル ＋マッ ト 19 ．2 10 ．7 26 ．1 9 ．9 6 ．8 15．6

表4　収　量

　　 項 目

口

収

穫

日
（月日）

日

数
（日）
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′こ
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量
（タ）

J
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り
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数
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1

株

重
（タ）

ロ日
揮 試 願 区

マ

イ

ケ

カ
l
無　　 マ　　 ル　　 チ 3．30 1 0 0 4 8 8 18 5 2 6 j

テ マ　　　　　 ル　　　　　 チ 3．15 8 5 3 3 7 0 19 0 17．7

ン
な
マ ル チ ＋ ト　ン ネ　ル 3．6 7 6 2 3 2 7 1 7 3 1 3．4

し マルチ トンネル十 マッ ト 3．5 7 5 25 4 0 1 8 7 13．6

カ
l
無　　 マ　　 ル　　 チ 3．5 7 5 2 84 0 1 7 8 lbt0

ル 7‾
マ　　　　 ル　　　　　 チ 3．1 7 1 鎚 83 20 7 1 3．0

ン
あ
マ ル チ ＋ ト　ン ネ ル 2．2 2 64 2 1 3 7 2 13 10．0

り マルチ トンネル＋マッ ト 2．22 64 2 0 13 2 17 93

′ヾ

カ
】
無　　 マ　　 ル　　 チ 4．2 10 3 55 2 5 2 0 8 2 6．6

テ マ　　　　　 ル　　　　　 チ 3．か 9 3 4 3 5 3 19 0 22．9

イ
ン
な
マ ル チ 十 ト　ン ネ ル 3．1 7 8 7 3 8 8 0 2 0 0 1 9．4

オ
し マルチ トンネル＋マッ ト 3．15 8 5 3 7 1 3 18 0 20．‘

カ
l
テ

無　　 マ　　 ル　　 チ 3．13 8 3 33 10 2 1 8 15．2

ア
マ　　　　　 ル　　　　　 チ 3．11 8 1 3 3 8 0 19 3 1 7．5

ン
あ
マ ル チ ＋ ト　ン ネ ル 3．8 78 30 2 0 19 3 15．‘

り マルチ トンネル十マ ッ ト 3．8 7 8 3 1 13 19 3 16．1

収量についても，両品種とも全く同じ傾向がみられ，収

穫期が遅い区はど1株重が増し．収量も増加した。収穫に

達するまでの日数は，マイケルではカーテン内でマルチに

より4日．トンネルすることにより更に7日早まったもの

の，ほかほかマットの効果は全くみられず，かえって葉柄

が長く1珠玉が軽くなり葉色もかなり淡くなった。カーテ

ン装置がない場合，マルチにより15日，トンネルにより更

に10日短くなった。パイオニアでは被覆資材の生育促進効

果が小さく，カーテン内でマルチにより2日，トンネルほ

より更に3日短縮されただけであった。パイオニアでもほ

かほかマットによる生育期間短縮や収量の増大は認められ

なかった。

4　ま　　と　　め

冬期のホウレンソウ栽培では生育期間をなるべく短くす

ることが大切で，そのためには早生品種を用いることが必

要であるが，以上の試験結果から早生品種ほど保温資材の

効果は高いと考えられ，ハウス内のカーテン装置の設置は

不可欠といえる。また被覆資材としてマルチングし，更に

トンネルすると生育は促進されるが，このうえ更にほかほ

かマットで被覆しても生育は促進されず．かえって軟弱徒

長し葉色を悪くするため．ほかほかマットの使用は適当で

ないと考えられた。
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